
令和７年１０月３日 

 

議会運営委員会の概要 

 

※協議に先立ち、渋間委員長から、９月 24 日(水)の議会運営委員会における阿部ひとみ委員の庄内

空港における熊の出没に関する発言について、本人より、日にちに誤りがあったため一部訂正 

したい旨の申し出があり、これを許可した旨の報告があり、併せて、委員各位におかれては、 

県議会議員としての発言の重みに十分に留意しながら発言いただきたい旨注意喚起が行われた。 

 

１ 議事日程第４号について 

・議事調査課長から、資料「会議順序表」等により１０月３日の議事日程の説明があり、

了承された。 

 

２ その他 

（１）令和７年度海外政策課題調査事業の実施について 

・渋間委員長から、山形県議会議員の派遣等に関する取扱要領において、海外政策課題

調査を行う際は、議員の派遣が本会議に諮られる前に、議会運営委員会が調査団の 

代表者から調査内容等の説明を受け派遣の適否を審査するものとされており、森谷仙一郎

議員を代表とする７名の調査団から派遣申請があったため、審査を行う旨説明があった。 

・森谷議員に説明を求めることが諮られ、了承されたことから、同議員から、資料「海外

政策課題調査計画書」により説明が行われ、派遣内容は妥当である旨了承された。 

 

【発言概要、質疑等】 

（遠藤(和)委員）調査先の選定理由及び調査目的は資料に記載されているが、県民への周知を

図る観点から、改めていくつかの調査先について紹介いただきたい。 

⇒（森谷議員）マレーシアでは、洪水対策として、河川施設等の排水機能強化や洪水

予測と警戒システムの構築などが進められており、特筆すべき取組として「ＳＭＡＲＴ

トンネル」が挙げられる。本県でも昨年の豪雨災害等で甚大な損失を被っており、こう

した施設が洪水被害や交通渋滞の損失を回避する上で有益と考えたところである。 

また、インドネシアでは天然エネルギーに着目して調査を行うべく、先進的な取組を

行っているセムコープ社を選定したところである。 

 （齋藤委員）グローバル化を踏まえ、県議会でも海外の先進事例の調査は重要であり、今回の

計画は、３特別委員会の調査審議項目を中心として、時機を得たものと考える。児童

発達支援は今定例会でも取り上げられたが、セラピーガーデンの調査の狙いはどうか。 

⇒（森谷議員）こども支援・若者定着対策特別委員会で「こどものウェルビーイングを

目的とした環境づくりの推進」に向けて協議されており、関連した視点から先進事例の

調査を計画したものである。シンガポールは、アジア圏におけるメンタルヘルスケア

先進国であり、メンタルヘルスを重視した観光施設整備に取り組んでいる。中でも、

セラピーガーデンは、発達障害児やその家族など、特別なケアを必要とする人々が 

快適に過ごせる環境づくりを行っており、心の健康を促進する新たな公共空間として、

障がいの有無に関わらず、皆が互いの人権や個性を尊重し、支えあう共生社会実現に

向けた取組として参考になるのではないかと期待し、選定したものである。 

  



３ 次回議運開催日時 

 ・１０月９日（木）午前１０時と決定された。 

 

４ 本日の開議時刻 

・議会運営委員会終了後、直ちに開議されることが決定された。 

 



議 会 運 営 委 員 会 協 議 事 項  

 

令和７年 10月３日（金） 

午 前 10 時  

 

１ 議事日程第４号について 

 

２ その他 

 

３ 次回議運開催日時 

  10月９日（木）午前 10時 

 

４ 本日の開議時刻 



[議事日程第４号] 令和７年１０月３日（金）

採決方法

１ 〇 議会運営委員会

（議事日程第４号、その他）

　 ＜　開　議　＞

２ ○ 予算特別委員会の報告について

 

３ ○ 議案上程

（議第１１２号から議第１４４号までの３３件）

○ 採決

　議第１４３号　山形県教育委員会委員の任命について 簡　 易

　議第１４４号　山形県土地利用審査会委員の任命について 簡　 易

○ 常任委員会付託

（議第１１２号から議第１４２号までの３１件）

４ ○ 請願上程・常任委員会付託

＜　散　会　＞

会　　議　　順　　序　　表

会　議　・　議　事　順　序



 

議   事   日   程 （ 第 ４ 号 ） 

令和７年１０月３日（金） 午前１０時開議 

 

 

第 １  

第 ２  

第 ３  

第 ４  

第 ５  

第 ６  

第 ７  

 

第 ８  

第 ９  

第 10  

第 11  

第 12  

第 13  

第 14  

第 15  

第 16  

第 17  

第 18  

第 19  

第 20  

第 21  

第 22  

第 23  

第 24  

 

第 25  

 

第 26  

第 27  

第 28  

第 29  

第 30  

第 31  

第 32  

 

 

第 33  

第 34  

第 35  

予算特別委員会の報告について 

議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号） 

議第113号 令和７年度山形県港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

議第114号 令和７年度山形県電気事業会計補正予算（第１号） 

議第115号 令和７年度山形県工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

議第116号 令和７年度山形県病院事業会計補正予算（第１号） 

議第117号 山形県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議第118号 山形県防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

議第119号 山形県地方港湾審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第120号 山形県衛星通信システム第３世代化事業に要する費用の一部負担について 

議第121号 漁港事業に要する費用の一部負担について 

議第122号 かんがい排水事業等に要する費用の一部負担について 

議第123号 県営農業用施設災害復旧事業等に要する費用の一部負担について 

議第124号 都市計画街路事業に要する費用の一部負担について 

議第125号 流域下水道の建設事業に要する費用の一部負担について 

議第126号 港湾事業に要する費用の一部負担について 

議第127号 急傾斜地崩壊対策事業に要する費用の一部負担について 

議第128号 ダム整備事業木地山ダム放流設備更新工事請負契約の一部変更について 

議第129号 山形県立寒河江工業高等学校改築整備事業契約の一部変更について 

議第130号 起震車の取得について 

議第131号 山形県視覚障がい者情報センターの指定管理者の指定について 

議第132号 山形県身体障がい者保養所東紅苑の指定管理者の指定について 

議第133号 山形県立ふれあいの家の指定管理者の指定について 

議第134号 漁船以外の船舶が使用することができる由良漁港の白山島船揚場の船舶保管

施設の指定管理者の指定について 

議第135号 漁船以外の船舶が使用することができる堅苔沢漁港の船舶保管施設の指定管

理者の指定について 

議第136号 山形県眺海の森の指定管理者の指定について 

議第137号 西蔵王公園の指定管理者の指定について 

議第138号 山形県金峰少年自然の家の指定管理者の指定について 

議第139号 山形県営駐車場の指定管理者の指定について 

議第140号 公立大学法人東北公益文科大学運営協議会の設置に関する協議について 

議第141号 公立大学法人東北公益文科大学評価委員会の設置に関する協議について 

議第142号 東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所及び同社福島第二

原子力発電所の事故に基づき生じた損害賠償の和解のあっせんの申立てにつ

いて 

議第143号 山形県教育委員会委員の任命について 

議第144号 山形県土地利用審査会委員の任命について 

請願 
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常 任 委 員 会 付 託 表 

 

（令和７年９月定例会） 

委員会名 件 名 

総  務 議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳入全部、歳出 第２款総務費

ただし第２項の一部を除く、第４款衛生費第２項の一部、第10款教育

費第６項の一部 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費中 第10款教育費 

    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 ２変更中 山形県国際交流センタ

ー管理運営業務 

    ４ 第４条第４表 地方債補正 

議第117号 山形県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

議第118号 山形県防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

議第120号 山形県衛星通信システム第３世代化事業に要する費用の一部負担につ

いて 

議第130号 起震車の取得について 

議第140号 公立大学法人東北公益文科大学運営協議会の設置に関する協議につい

て 

議第141号 公立大学法人東北公益文科大学評価委員会の設置に関する協議につい

て 

議第142号 東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所及び同社福

島第二原子力発電所の事故に基づき生じた損害賠償の和解のあっせん

の申立てについて 

文教公安 議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第10款教育費ただし第６

項及び第８項を除く、第11款災害復旧費第３項 

    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 ２変更中 山形県立寒河江工業高

等学校改築整備事業から山形県生涯学習センター管理運営業務まで 

議第129号 山形県立寒河江工業高等学校改築整備事業契約の一部変更について 

議第138号 山形県金峰少年自然の家の指定管理者の指定について 

厚生環境 議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第３款民生費、第４款衛

生費ただし第２項の一部を除く 

議第116号 令和７年度山形県病院事業会計補正予算（第１号） 

議第131号 山形県視覚障がい者情報センターの指定管理者の指定について 

議第132号 山形県身体障がい者保養所東紅苑の指定管理者の指定について 

議第133号 山形県立ふれあいの家の指定管理者の指定について 

農林水産 議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第６款農林水産業費、第

10款教育費第６項の一部、第11款災害復旧費第１項 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費中 第11款災害復旧費 
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    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 ２変更中 農業近代化資金利子補

給 

議第121号 漁港事業に要する費用の一部負担について 

議第122号 かんがい排水事業等に要する費用の一部負担について 

議第123号 県営農業用施設災害復旧事業等に要する費用の一部負担について 

議第134号 漁船以外の船舶が使用することができる由良漁港の白山島船揚場の船

舶保管施設の指定管理者の指定について 

議第135号 漁船以外の船舶が使用することができる堅苔沢漁港の船舶保管施設の

指定管理者の指定について 

議第136号 山形県眺海の森の指定管理者の指定について 

商工労働

観  光 

議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第２款総務費第２項の一

部、第５款労働費、第７款商工費、第10款教育費第８項 

    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 １追加中 次期アンテナショップ

賃貸借契約 ２変更中 山形県産業科学館管理運営業務から山形県総

合文化芸術館（文化機能）管理運営業務まで 

建  設 議第112号 令和７年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 

    １ 第１条第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第８款土木費、第11款災

害復旧費ただし第１項及び第３項を除く 

    ２ 第２条第２表 繰越明許費中 第８款土木費 

    ３ 第３条第３表 債務負担行為補正 １追加中 東原村木沢線街路整備

事業に係る用地取得、物件移転及び損失補償契約から公共土木施設災

害復旧工事請負契約まで ２変更中 主要地方道新庄次年子村山線道

路施設長寿命化対策事業堀内橋橋梁上部工工事請負契約 

議第113号 令和７年度山形県港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

議第114号 令和７年度山形県電気事業会計補正予算（第１号） 

議第115号 令和７年度山形県工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

議第119号 山形県地方港湾審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

議第124号 都市計画街路事業に要する費用の一部負担について 

議第125号 流域下水道の建設事業に要する費用の一部負担について 

議第126号 港湾事業に要する費用の一部負担について 

議第127号 急傾斜地崩壊対策事業に要する費用の一部負担について 

議第128号 ダム整備事業木地山ダム放流設備更新工事請負契約の一部変更につい

て 

議第137号 西蔵王公園の指定管理者の指定について 

議第139号 山形県営駐車場の指定管理者の指定について 

 



 

請 願 上 程 一 覧 表 
 

令和７年９月定例会 

区 

分 

番 

号 

受 理 

年月日 

関  係 

委員会 
件       名 提   出   者 紹 介 議 員 

審査 

結果 
措置 

請 

願 
29 7.9.12 総 務 私学教育への支援について 

山形市松波四丁目６番11号 山形県私

学会館内 

公益社団法人山形県私立学校総連合会

会長 九里 廣志 外３人 

佐藤（正）、梅津、渋間、

木村、奥山、伊藤（重） 
  

〃 30 7.9.12 総 務 
私学助成の充実強化を求める意見書

の提出について 

山形市松波四丁目６番11号 山形県私

学会館内 

公益社団法人山形県私立学校総連合会

会長 九里 廣志 外３人 

佐藤（正）、梅津、渋間、

木村、奥山、伊藤（重） 
  

〃 31 7.9.19 総 務 

「核兵器禁止条約の署名・批准と締

約国会議へのオブザーバー参加を求

める意見書」を提出することを求め

る請願 

鶴岡市宝田一丁目３－23 

生活協同組合共立社 

理事長 渡邊 一弥 

石川（渉）、関   

 

付 託 委 員 会 件  数 
審    査    結    果 

採  択 不採択 継続審査 撤  回 

総     務 ３     

計 ３     



 

令和７年度海外政策課題調査事業の実施について 

 

調 査 期 間 令和７年１０月１２日（日）～１０月１８日（土） 

調 査 国 シンガポール、マレーシア 

調査参加議員 

橋本 彩子 議員、石塚 慶 議員、相田 光照 議員、 

髙橋 淳 議員、小松 伸也 議員、加賀 正和 議員、 

森谷 仙一郎 議員（調査団長）【７名】 

調 査 内 容 等 別添「海外政策課題調査計画書」のとおり 

 



海 外 政 策 課 題 調 査 計 画 書 

 

調査団代表   森 谷 仙一郎     

１ 調 査 テ ー マ 【調査テーマ】 

『３特別委員会の調査審議項目を中心とした県政喫緊

の課題への対応策を検討するための調査・研究を行

い、更なる地方創生を実現』 

【３特別委員会の調査審議項目 】 

・防災・減災対策及び災害に強い県土づくりの推進 

・こどもへの支援及び若者の県内定着 

・再生可能エネルギーの活用及び地域経済の活性化 

２ 調査の必要性  山形県は、３特別委員会の調査審議項目に掲げられた

諸課題をはじめ、本県と同様にシンガポールは共働き率

が非常に高いと言われている。日本国内の少子高齢化・

核家族化の進展に伴い、「安心して子育てができる環境

をどのようにして整えられるか。どのような対策・施策

等を講じていけるのか」などを、国内のみならず海外の

状況を調査・研究し、先進事例を学ぶことが重要である。  

併せて、日本からの教育移住(鶴岡高専など)が大変多

い国であるマレーシアであるが、洪水予測と警戒システ

ムを導入しており、本県においても災害に強い県土づく

りの推進に向けて防災・減災対策を前進しなればならな

い。 

このような観点から、本県の更なる発展に向けた施策

等を検討・提案するため、海外諸都市における行政の施

策や民間企業の対応状況等を調査するものである。 

３ 調 査 目 的 海外政策課題調査を実施した成果について、本県の一

層の地方創生に向けた施策等の検討に活用し、県議会か

らの政策提言に反映させるとともに、充実した議会審議

につなげることを目的とする。 

４ 調 査 内 容 ①  再生可能エネルギーの活用及び地域経済の活性化の

推進に向けた取組みについて 

②  山形県産品の輸出拡大と山形県のアンテナショップ

を進める上での情報発信等について 

③  健康促進を目的としたメンタルヘルス観光について 

④  子育て支援に向けた発達障害の緩和策について 

⑤  防災・減災対策及び災害に強い県土づくりの推進に

向けた先進的な取組み事例について 

（別記様式第１号の３）  



５ 調 査 先 国 等 （１）訪問国 シンガポール、マレーシア 

（２）調査先（調査個所） 

  【シンガポール】 

〇Sembcorp (セムコープ) 

〇Access Tohok(アクセス東北) 

〇Japan Rail Café(ジャパンレールカフェ)・伊

勢五 

〇Punggol Park(プンゴルパーク) 内セラピーガ

ーデン 

○JETRO シンガポール（日本貿易振興機構シンガ

ポール事務所） 

○Sustainable Singapore Gallery(サスティナブ

ル・シンガポール・ギャラリー) 

○Vidacity（ヴィダシティ） 

  【マレーシア】 

〇Toy８(トイエイト) プレイグラウンド 

〇SMART Tunnel (SMART トンネル) 

○JETRO クアラルンプール（日本貿易振興機構ク

アラルンプール事務所） 

（３）調査先を選定した理由 

〇Sembcorp (セムコープ) 

  Sembcorp (セムコープ)は、天然ガスによる発電

が 2023 年で約 95％を占めるシンガポールで、水上

太陽光発電や水素燃料に対応した火力発電、グリー

ンアンモニアの製造など、エネルギー転換と持続可

能な開発をサポートしている。 

再生可能エネルギーの活用及び地域経済の活性

化に関する調査が期待される。 

〇Access Tohoku(アクセス東北) 

  Access Tohoku(アクセス東北)は、タンジョンパ

ガーから徒歩 5 分の場所にある日本の東北地方の

名産物や魅力を紹介するショールーム形式の店舗

であり、仙台市出身(大野氏)が手がけて、東北の企

業が海外進出を目指す際の拠点として活用しても

らえればという思いも込めたお店である。伝統的な

東北料理として「山形だし冷そば」などを提供して

いる。店内では、福島県の漆塗りや赤べこ、青森県

のにんにく、秋田県の伝統漬物いぶりがっこ、山形

県の絹製品などの東北名産品を展示販売しており、

買い物も楽しめるアンテナショップ的なお店とな

っている。現在、山形県のアンテナショップについ

ては、今後のあり方について検討を進めているとこ

ろであり施策に関する調査が期待される。 

〇Japan Rail Café(ジャパンレールカフェ)・伊勢五 

ＪＲ東日本は、日本各地域の観光、イベントに関



わる情報発信や、食に関わる魅力発信の拠点として

2016 年に Japan Rail Café(ジャパンレールカフェ)

オープンした。 

日本各地の地方自治体・DMO、事業者と連携し、シ

ンガポールの日本ファン向けに観光イベントを実

施。郷土食作り体験やマスコットとのふれあいなど

のイベントを継続して企画・実施し、リアル感のあ

る形で地域のファンづくりを実施している。日本の

まだ知られざる地域産品を PR することを目的とし

て、フルーツや日本酒のサンプリングを実施し、試

食や試飲体験を通じて各商品や各地への興味関心・

訪日需要を喚起している。 

また、江戸時代中期の宝永 3 年から続く酒屋「伊

勢五本店」は、各地の酒蔵との強いコネクションを

活かし、JAPAN RAIL CAFE 内にある伊勢五本店シン

ガポール店でも 70 蔵、約 300 品目の商品を販売し、

お客様へ商品の特徴や魅力をご説明しながら商品

を販売する対面接客が強みとなっている。お客様と

の関係を構築しながら、酒の販売と情報発信を行う

ことが可能とし、2022 年 12 月、海外日本ファン向

け会員サービス「JAPAN RAIL CLUB」を立上げた。日

本との“つながり”を求める日本ファン層を対象に

した、ヒト・モノ・コトを通じたプラットフォーム

を提供しており、本県のアンテナショップの構築に

向けた調査が期待できる。 

〇Punggol Park (プンゴルパーク) 内 

セラピーガーデン 

  シンガポールはメンタルヘルス観光のパイオニ

アであり、自閉スペクトラム症（自閉症）、認知症、

不安症、注意欠如・多動症（ADHD）などの症状を緩

和する 16 のセラピーガーデンがある。 

発達障害のある人やその家族は、外出時により多

くの準備が必要になることがあり、自閉症の人がい

る家族のうち 87％が休暇を取らないことがわかっ

ていると報告されている。このように、特定の人々

が外出をしにくいという問題を受けて、近年では特

別なケアや助けを必要とする人々が快適に過ごせ

る環境を作ろうと試みる国や施設が増えているこ

とを鑑み、シンガポールはアジア圏でメンタルヘル

スケアの先進国として発展し、メンタルヘルスを重

視した観光施設の整備が進んでいる。 

シンガポールの国立公園局（NParks）が訪問者の

健康促進を目的に展開する「セラピー・ガーデン」

は、2016 年に科学的な裏付けを基に Hort Park で

初のセラピー・ガーデンが設計され、ウェルネス観



光を促進し、自閉症や ADHD、認知症の人にも好影響

を与えている。本県も多くの課題を抱えており、こ

どもへの支援及び若者の県内定着に向けた施策展

開に向けた調査が大いに期待できる。 

○JETRO シンガポール/日本貿易振興機構シンガポー

ル事務所 

シンガポールの貿易投資を見ると、2024 年の実質

GDP 成長率は 4.4％と加速している。 

 成長率が加速しているシンガポールの現地一般

経済事情や農畜産物の輸出状況、現地市場の可能性

について意見交換することにより、山形県散農畜産

物の輸出拡大に向けた調査が期待できる。 

○Sustainable Singapore Gallery(サスティナブル・

シンガポール・ギャラリー) 

シンガポールで有名な観光スポット「マーライオ

ン」があるエリアは「マリーナベイ」と言うが、実

は淡水のダムであり、湾の入り口にある「マリーナ

バラージ（Barrage=ダム）」という施設で水を堰き止

め、湾の水を水の供給や水位の管理に使用してい

る。現在、シンガポールの水源は①貯水池、②再生

水、③マレーシアからの輸入、④海水淡水化の 4 つ

で、「マリーナバラージ」はシンガポールで最大の

貯水池となっている。 

「マリーナバラージ」は、水量を管理する機能だ

けでなく、アート作品などの展示、サスティナブル・

シンガポール・ギャラリー、展望スペース、24 時

間開放の屋上オープン広場などがある観光スポッ

トとなっている。 

  シンガポールで最大規模の 405 枚のソーラーパ

ネルで発電された電力は、ギャラリーの照明やマリ

ーナバラージのオフィスの日中の電力を賄ってお

り、100％再生プラスチックを使用した屋上の人口

芝と土は、建物への断熱効果があり表面温度を 3℃

下げている。 

マリーナバラージには「Sustainable Singapore 

Gallery（サスティナブル・シンガポール・ギャラリ

ー）」が併設されており、国の環境への取り組みが、

最新のデジタル技術やアートを使ってギャラリー

の様に展示されている。小さな国土のシンガポール

は天然の水源をもたない国でもあり、内部は A か

ら F までの 6 つのゾーンに分かれて、A「気候変

動とシンガポールへの影響」、B「シンガポールの水

源問題や水が貴重であることの解説」、C「国の緑化

政策」、D「未来の都市構想（スマートシティ&サステ

ィナブルな都市）」、Ｅ「廃棄物ゼロの国を目指す取



り組み」、そして、これらを踏まえたシンガポール

の持続可能な開発目標と達成のための協力を呼び

かけるゾーンが F、という構成になっており、下水

道システムの実物大のレプリカ、スマート家電を搭

載した家のバーチャルツアー、廃棄物を使用して作

られた作品など、テーマに合わせて様々な工夫がこ

らされた展示がされており、再生可能エネルギーの

活用及び地域経済の活性化全般の調査が期待でき

る。 

○Vidacity（ヴィダシティ） 

Vidacity は、循環型経済や脱炭素などの５つの分

野に集中し、教育から起業、その後の支援のほか、

インキュベーション施設として多様なサービスを 1

か所で提供できる拠点となっている。その運営状況

や、脱炭素の分野を含めた起業支援による開業率の

向上と、起業支援後の持続的成長・発展と社会実装

や経済活性化させるための支援や仕組み、今後の展

望等について、実際の状況や方向性を含め、意見交

換することにより、再生可能エネルギーの導入拡大

による地域活性化に向けた調査が大いに期待でき

る。 

〇Toy８(トイエイト) プレイグラウンド 

  Toy８(トイエイト) プレイグラウンドは、日本人

臨床発達心理士をはじめ発達の専門家が常駐する

マレーシアで唯一のプレイグラウンドである。 

常駐の専門家に相談できる 60 分のコーヒーチャ

ットや、3～5 歳を対象に短時間で発達度合を調べる

スクリーニングテスト、幼児から高校生までを対象

とした発達アセスメント、言語療法や作業療法な

ど、さまざまなサービスを提供している。 

こどもへの支援及び若者の県内定着に関する取

り組みとして具体的な取組に関する調査が期待で

きる。 

〇SMART Tunnel(SMART トンネル) 

  マレーシアの洪水対策については、河川施設等の

排水機能の強化、洪水予測と警戒システムの構築、

マニュアルやガイドラインの策定が実施されてお

り、特筆すべきは、クアラルンプールの SMART 

Tunnel である。 

このトンネルの機能は 2 つあり、1 つは、集中豪

雨時の洪水被害軽減を目的とした地下雨水トンネ

ルとしての機能。もう 1 つは、陸上の道路交通渋滞

の緩和を目的とした、地下高速道路トンネルとして

の機能している。3 層構造になっていて、地上から

順に 1，2 層が地下高速道トンネル、3 層目が地下雨



水排水トンネルになっている。 

今上天皇が皇太子だった 2017 年の国交樹立 60 年

記念の際に、学生時代から「水」問題に関心をお持

ちだった陛下が強く希望されてご視察された。近

年、全国各地で頻発・激甚化する線状降水帯などの

大雨被害が多発していることから、防災・減災対策

及び災害に強い県土づくりの推進に関して調査が

期待できる。 

○JETRO クアラルンプール/（日本貿易振興機構クア

ラルンプール事務所） 

   東マレーシアは、マレーシアの国土の約 60％、

人口は約 21％を占める。サラワク州の上位 4 都市

及びサバ州の上位 3 都市で、各州の世帯収入上位

20％がそれぞれ 72％と 53％を占める。 

マレー半島に比べて人口密度が低い（マレー半島

部は 194 人/km²）ため、商品の輸送・流通にかかる

費用が高額になる傾向にある。交通インフラについ

てもマレー半島部と比べて広範に発達していない。 

サラワク州、サバ州ともに、マレー半島部と比較

して、多様な人種と民族グループが存在している。

サラワク州では中華系が 24％を占め、サバ州では約

3 割がフィリピンやインドネシアからの移民が占め

る。サラワク州では、キリスト教徒が人口の 39％を

占める。次いで、イスラム教（37％）、仏教、ヒンズ

ー教、シーク教が続く。サバ州では、イスラム教徒

が最多（65％）で、キリスト教（27％）と仏教（6％）

が続く。 

世帯平均収入は、セランゴール州、クアラルンプ

ール、ペナン州、ジョホール州などのマレー半島部

の州と比較すると低い傾向にある。東マレーシア

は、都市部と農村部の所得格差が大きいため、絶対

貧困率が高い傾向にある。 

多様な民族や収入格差のあるマレーシアにおい

て、現地消費市場、物流事情、市場開拓の成功事例、

対マレーシア輸出における課題（価格競争、規格）、

ローカルとの展示会や試食イベントの連携などに

ついて意見交換することにより、山形県産品の輸出

拡大に向けた調査が期待できる。 

６ 調 査 行 程 令和７年 10 月 12 日（日）から 10 月 18 日（土）まで 

（調査行程表は別紙のとおり） 

 



（別紙）

海外政策課題調査行程表

日程 地名 時間 調査箇所

10/12 日本

山形発

東京着 （前泊）

10/13 東京発 9:15 （羽田空港）

シンガポール

シンガポール着 15:15 （チャンギ空港）

10/14 シンガポール

10:00 ～ 11:00 セムコープ社

13:00 ～ 14:00 JETROシンガポール

15:00 ～ 15:45 アクセス東北

16:00 ～ 17:00 Japan Rail Café、伊勢五

10/15 シンガポール

9:30 ～ 11:30 Punggol Park内セラピーガーデン

13:00 ～ 14:00 サスティナブル・シンガポール・ギャラリー

15:00 ～ 16:00 ヴィダシティ

10/16 シンガポール

シンガポール発 9:45 （チャンギ空港）

マレーシア

クアラルンプール着 10:55 （クアラルンプール空港）

15:00 ～ 16:00 JETROクアラルンプール

10/17 マレーシア

10:30 ～ 12:00 SMARTトンネル

14:00 ～ 15:00 Toy8

クアラルンプール発 18:25 （クアラルンプール空港）

シンガポール着 19:30 （チャンギ空港）

シンガポール発 22:50 （チャンギ空港）

10/18 日本

東京着 6:45 （羽田空港）

山形着

※上記の調査箇所及び日程等は変更になる可能性があります。


